
公募型プロポーザルに関する質問回答書 

業務名 令和８年度大熊町移住定住広報業務 

番号 区分 事 項 内 容 回 答 

１ 仕様書 （１）

①ア 

「町が自主開催する移住・定住イベ

ント等（町内外問わず）への運営支

援」にあるイベントについて、過去に

実施したイベントの事例があれば、

ご教示ください。 

令和 7年度に関しては、町単独

の移住相談会(東京都) 1回、他

町との合同移住セミナー(東京

都) 2回を実施しました。 

２ 仕様書 （１）

①イ 

「過去取り上げた事例や傾向を踏ま

え、効果的なタイミングでテレビ、雑

誌、ウェブ記事等への掲載を行うこ

と（テレビ 3回、雑誌 2回、ウェブ 5

回以上）」とある過去取り上げた事例

についてご教示ください。 

過去、全国版の移住専門誌に記

事を掲載した他、首都圏番組に

て移住定住に絡めて番組タイア

ップを実施しました。 

３ 仕様書 （１）

①イ 

テレビ 3回とは、大熊町の移住・定住

に関する情報や取組、イベントなど

をテレビ番組で放送（無償パブリシ

ティまたは有償タイアップ）すると

いうことでしょうか。それとも、テレ

ビ CMを制作・放送するということで

しょうか。雑誌 2 回、ウェブ 5 回以

上は、大熊町の移住・定住に関する情

報や取組、イベントなどに関する記

事（無償パブリシティまたは有償タ

イアップ）を掲載するものでしょう

か、それとも、広告を掲載するもので

しょうか。 

テレビに関しては番組タイアッ

プでの放送、雑誌・ウェブに関

しては大熊町の移住・定住に関

する情報や取組み、イベントな

どに関する記事掲載を想定して

いましたが、特段指定はありま

せんので、より効果的と考えら

れるものを提案ください。 

４ 仕様書 （１）

①イ 

仕様書 3(1)①イの「効果的なタイミ

ング」について、令和 8年度に完了予

定の「大野駅東住宅エリア」の整備完

了時期や、特定の生活インフラの供

用開始に合わせたプロモーションの

重点化を想定されているという理解

でよろしいでしょうか。その場合、令

和 8 年のどれくらいの時期を予定さ

れいるでしょうか。また、大野駅東住

宅エリア以外で予定されているもの

特定の生活インフラの供用開始

の他、いちごやキウイの収穫時

期に合わせた広報を想定してい

ます。また、生活インフラの供

用開始は令和 8年 10月のスー

パーマーケットマルトのオープ

ンについても想定しています。 



はありますか。 

５ 仕様書 （１）

①エ オ 

「町の過去実績（令和 5、6、7年度）

を踏まえ効果的な媒体を活用した検

索連動型広告」とある町の過去実績

について、ご教示ください。 

過去の実績については、複数の

媒体を活用した検索連動型広告

を実施し、ターゲット層に応じ

たキーワード設計および配信最

適化を行ってきました。成果等

の詳細については、受託事業者

のノウハウに関わるため、共有

はいたしかねます。 

なお、提案にあたっては仕様書

および広報戦略を踏まえ、効果

的と考えられるものを提案くだ

さい。 

６ 仕様書 （１）

①エ オ 

町の過去実績は具体的にどのような

システム（Google Analytics、独自の

マーケティングツール等）で構築さ

れていますか。また、企画提案の精度

向上のため、導入されているシステ

ムの管理画面の一部開示、または詳

細な分析レポート等の資料提供は可

能でしょうか。 

過去事業においては、各種アク

セス解析ツール（GA4、DMP）や

広告配信プラットフォーム等を

活用し、効果測定および改善を

行なっております。具体的なシ

ステム構成、設定内容、管理画

面、分析データ等の詳細につい

ては、セキュリティおよび運用

上の観点から開示は行っており

ません。 

今回は受託者の知見および提案

に基づき、適切な分析環境や運

用方法を提案いただくことを想

定しています。 

７ 仕様書 （１）

①エ オ 

検索連動型広告や SNS、ディスプレイ

広告の運用において、過去（令和 5〜

7年度）の運用データやキーワード設

定が蓄積されている既存アカウント

を新受託者が引き継いで運用するこ

とを前提としてよろしいでしょう

か。 

広告アカウントの引継ぎは出来

ませんので、受託者側で準備い

ただくものとなります。 

８ 仕様書 （１）

①エ オ 

広報戦略に記載のある「エリアター

ゲティング広告」の実施において、復

興計画の人口データにある通り、福

島県内および茨城、埼玉、千葉、東京

これまでは首都圏や近隣に力を

入れて実施していましたが、復

興計画の人口データも踏まえ、

提案ください。 



の各都県を中心としたターゲティン

グを想定すべきでしょうか。あるい

は、令和 8 年度に新たに開拓したい

重点地域はありますでしょうか。 

９ 仕様書 （１）

①エ オ 

検索連動型広告、SNS、ディスプレイ

広告の遷移先は、原則として『おおく

ま移住定住ポータルサイト』への遷

移を想定すべきでしょうか。あるい

は、ターゲット層やキャンペーン内

容に応じて、独自のランディングペ

ージ（LP）制作も業務範囲に含まれま

すでしょうか。 

遷移先については、「移住定住

ポータルサイト」もしくは「お

おくま style」を想定していま

すが、独自のランディングペー

ジ制作も妨げません。 

１０ 仕様書 （１）

①カ 

「屋外広告等の活用（1 回以上）」に

ついて、過去実績では特定の駅構内

や特定のエリアに限定して実施され

ていますでしょうか。町として継続

を希望する特定の場所があるのか、

あるいは全く新しいエリア（首都圏

商業施設等）への新規提案を期待さ

れているのか教示ください。 

屋外広告については未実施のた

め、効果的な掲載先を新規提案

してください。 

１１ 仕様書 （１）

② 

仕様書にある『検証結果』について、

過去 3 年間で特に効果が高かったタ

ーゲット層や媒体の傾向を、提案の

参考として教示ください。 

過去の検証においては、ターゲ

ット層ごとに関心領域や情報接

触行動が異なることから、ター

ゲット層に応じた媒体選定及び

コンテンツ設計を重視していま

す。 

提案にあたっては、仕様書およ

び広報戦略書等を踏まえ、最適

な媒体および手法を提案くださ

い。 

１２ 仕様書 （１）

②イ 

『デザインマテリアルの設計』につ

いて、既に町で策定済みのブランド

ガイドラインやデザインマニュアル

等は存在しますか。あるいは、令和 8

年度にゼロから関係者との協議を通

じて統一的なルールを構築すること

を想定されていますか。 

現時点で整理された資料として

は、移住定住キャッチコピー

「育つまちで、育っていく。」

の使用ガイドラインを令和 7年

度に作成しました。 

これまでの制作物や取組みの蓄

積は存在するため、それらを踏

まえつつ、必要に応じて関係者



との協議を通じた整理・展開方

針の決定を行うことを想定して

います。 

１３ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」について、システムの

利用に必要なライセンス料や保守・

維持費用は、本業務の委託料に含ま

れますか。あるいは、町が別途契約・

負担しているシステムを利用する形

でしょうか。 

本業務に含まれます。 

１４ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」を再構築する場合に、

DMP のベンダーおよびツール選定に

おいて、何か制約（自治体標準、セキ

ュリティポリシー等）はありますで

しょうか。 

現時点で特定のベンダーやツー

ルを指定する制約はありません

が、大熊町としての情報セキュ

リティポリシーや個人情報の取

扱いに関する法令等を遵守する

ことが前提となります。そのた

め、セキュリティ要件や運用体

制を踏まえた上で、適切なツー

ルおよび構成を提案ください。 

【参考】大熊町情報セキュリテ

ィ基本方針 

https://www.town.okuma.fuku

shima.jp/soshiki/somu/33750.h

tml 

１５ 仕様書 （１）

④ア 

「ア.大熊町 DMP管理・運用・分析」

について、具体的な対象作業として

以下を想定しておりますが、過不足

あれば可能な範囲でご教示くださ

い。 

〈作業例〉 

・タグ設計／実装管理 

・セグメント設計・管理 

・媒体連携設定 

・データ取り込み 

・レポート作成  等 

提示いただいた内容は、本業務

における一般的な DMP運用・管

理業務として想定される範囲を

含んでいると認識しておりま

す。 

具体的な作業内容については、

提案内容および契約後の協議に

より決定することを想定してい

ます。 

１６ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」に取り込んでいるデー

タソース一覧（Web行動データ、広告、

SNS、イベント、移住相談、資料請求

等）をご教示ください。 

Webサイトにおける行動データ

や各種広告配信データ等を中心

に、人流や移住アンケート結果

など、複数のデータを活用した

https://www.town.okuma.fukushima.jp/soshiki/somu/33750.html
https://www.town.okuma.fukushima.jp/soshiki/somu/33750.html
https://www.town.okuma.fukushima.jp/soshiki/somu/33750.html


分析を実施しています。 

データソースの詳細について

は、契約締結後に可能な範囲で

当町から提供します。 

１７ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」には各種オフラインデ

ータ（移住相談会等への参加履歴、問

い合わせ履歴、来訪履歴、アンケート

回答等）は連携されていますでしょ

うか。また、未連携の場合、連携の希

望はありますでしょうか。 

一部オフラインデータの蓄積も

行っています。同時にオンライ

ン・オフライン双方のデータ活

用の重要性は認識しているた

め、実現可能性や運用負荷等を

踏まえたデータ連携の在り方に

ついて提案ください。 

１８ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」において、ユーザ ID

（Cookie、マーケティングオートメ

ーションや CRM ツールで管理してい

る ID等）の付与・統合をされていま

すでしょうか。 

個別識別の管理方法や統合状況

については開示しておりませ

ん。 

本業務においては、法令および

ガイドラインを遵守した上で、

適切な識別手法およびデータ活

用方法を提案ください。 

１９ 仕様書 （１）

④ア 

「大熊町 DMP」における課題（実施で

きていないこと、利用や分析上の不

満点等）について、可能な範囲でご教

示ください。 

過去の取組みにおいては、デー

タの蓄積・活用を進めてきてい

る一方で、町の状況に即した蓄

積や広報戦略への活用強化の余

地があると認識しています。 

２０ 仕様書 （２）

② 

会議（移住定住プロジェクトチーム

会議、広報担当者会議等）の開催頻度

は、月あたり平均何回程度を想定さ

れていますでしょうか。 

移住定住プロジェクトチーム会

議に関しては年 3回程度、広報

担当者会議に関しては月 1回程

度を想定しています。 

 


